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「ドイツ記念碑」と日新館の教育

　　　　　　一会津の申のドイツー

九頭見和夫（ドイツ謝

籔盛出の「ドイツ記念舞」

1．はじめに

　会津若雛市の市街からさほど遠くないところに

■卦高い丘ともいえる海技36む盤の飯盛出がある。

この幽は．戊綾戦争（鱗治至年鷹i弱8〉の時会津

藩の少年武士奏虎隊の隊士欝名が自刃した場所と

してよく短られ，この時以来歴史の町会津を語る

際には必ず登場する地名となっている。

　蔦年藩の昭報磐年，補めてこの地を訪れた私は，

鱈げなく見た黒花騰岩の石韓にドイツ藷の文字を

発見し驚も墨た力量，　これ赤螺器穣iO隼韓935）　にドイ

ツ入ハッソー・フォン・．エ1ッツドナレフカご寄贈した

いわ侮る『ドイツ記念緯ゴで，その隣りに立つ赤花

崗岩の古柱が昭和3年／i望8〉にイタリアのロー

マよ琴贈られた「イタリア記念韓」である。この

二つの記念韓と，香煙立ちのぼる自虎隊童の墓，

きらにはさざえ堂などとの継合せが縛とも表現し

がたい独特の雰翻気をかもし畠していたことをお

ぼえている。　この聲寺の｛本験をもと1こ数年前蠹毒希書

学者会議福島支部ニュース「JSAふくしま通盤」

に，この「ドイツ記念緯涯を第三帝螢の一武官に

よって寄贈されたナチス時代の違物として紹介し

た。ところが鯵年（昭穣62年／，逢月欝8｛寸の紅福

農民友新灘」等から，この記念韓の贈り主が実は

寄贈当時駐嚢ドイツ大使館付書記官であったこと

が霧隣した。記念馨にそえられた説魏文をよりど

ころに安易に紹介したことの後悔の念と新たに生

じた記念癬に麺する興味とから，文部憲の在外講

究興として西ドイツに行く機会を麟零し，寄贈し

た本人より1壷接記念碑寄贈にまつわる謡を縫いた。

主演紅海書この譲1二支を書くに至誓った経緯であるフゲ，き

らに会津を講査した結果，会津と舞えばドイツと

を結ぶ糸がヂドイツ記念韓」以外にもいくつか晃

い墨され，騰史の欝会津の名は決して東詫の…地

域1二畷定されない広範1霧に逓鐸iする地名であるこ

とを籍つた。｛奮え一ば葉！京高等繭業学校　（現一鶴

大学／．慶慈大学，学習醗大学で22年懸にわたっ

て教鞭をと弩，帰錘後ヨー冒ッパで撫虎隊を紹介

し（紹本忠勇物語謹｛｝旋r　Loyal蕗童1盤Ja馨鋒〉，

死至愛飯盛由に埋葬されたりヒャ馬ト　・ハイゼ，　浅1

康戦争婁時の会津藩の軍事顧闘で後に戊凝戦争生

き残りの会津藩士や早乙女貢の小説で紹介されて

いる「お縫い雌とともにアメリカのカリフォ膨ニ

アにわた弓，かの地に「励マツ・コ蟹ニコを設

立したヘン1卜・スネル，第一次量雰大戦時にド

イツ兵捕虜を毅容した露国の飯東捕虜叡容所で陸

軍省の叱責をものともせずドイツ兵捕虜を「武士

の欝」を嚢実に入道的に撮った毅容所所長の会津

人季公菩豊寿，　などの人たちである。なおこの松井

豊寿の擬いに感麟した元ドイツ兵捕慮たちは，帰

羅後「板棄を忍ぶ会匪を結成しこれをき一）かけに

現在載ドイツの鐸｝リューネブルクと曝門毒は鱗妹

都霧となり交流を続1ナている。

　この譲文においては，まず「ドイツ記念御盛に

ついてエッツドルフの寄贈から今雛までの約弱年
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闘の1整史を言登遠し，　つぎ1二白虎轟馨をヨー冒ッノ糞こ

紹介したハイゼについて澱告し，最後にこの二人

のドイツ人と霞虎縁とを結びつ酵たものは纏か，

この謎を解覇するため糞刃した欝名の鍵虎餐家士の

うちi7名までが学びその思想形絞に大きな影響iを

浸ぼしたと思われるEl新館の教育にドイツの教育

を関連させ分析を試みる予定である。

2．εドイツ記念碑3の歴史

　まず最鱗に「ドイツ記念舞」を紹介すると，敷

毒亀嚢蒙士の墓のある広場の南｛鎚に｛宣議した，季黄5§c盤，

たて68灘，婁行き2底徽の長方形グ）難琵嶽轡で，確

の表露に舞ギのドイツ文とマーグ（十字章1が澱

まれている：
　　　　　　　　　　　　　ワ£欝麗更∫Tsc匪装／1撫／旺翼
　鐸馨G霊異　藤下TE嚢饗　v（寮　AiZ野　／

　i　g35

隣邦のイタリア記念韓と比較すると，確全体が小

梅で極めて質素な馨象をうける。ちなみに「イタ

ン｝ア記念碑ゴは，霞大理石の擦こポンペイの逢跡

から発擬さ駿た青花轟岩の濯桂が立ち，最と段に

ブ冒ンズの鷲の像がのった壮麗なもので，円柱だ

けでも蕎さ8難，重量25トンもある巨大な石であ

る。贈られてきた当時カララの大理石に亥蕾まれた

文字は，表懸にはイタリア語で，「文購の母たる

覆一マは，嚢虎隊勇士の遺烈に不巧の敬意を捧げ

んがため，古代冒一マの権威を表す「ファヅシス

ダ」党章のマサカリを籠り，永遠に縫大の証たる

千年の古石柱を贈る3とあり，その裏面には農本

語で，「武士道の精華に捧ぐ，資一マ元老続浸び

帯艮よ弩。ゴとあったとのことであるが，第二次

機翼大戦後の昭轄20年9纏会津若松に進聾してき

た轟領軍によって「イタリア記念養亀｛，ファッシ

ズムの遺物とみなされ碑に澱まれた文字のみなら

ずマサカ薯ナをもはずされ今旺駐こ到っている。

　さて「ドイツ記念御盛に謡を戻すと，舞文の嚢

本語訳は，「　一ドイツ人よ掌）　／　　会津の若

き鼠士たちに　（贈る〉　　／　　ig：35　」　となる。

「会津の若き武士たちゴが戊衰戦争で臨月した白

虎藝蒙τとig名をさすことはだれにも響馨撫であるが，

開題は「・一ドイツノ豆とは何者かということであ

る。寄贈主の名護｝がハッソウ・フ津ン・エッツド

膨フ傷assovo擁泳z撫罫のであることだ戯ま寄

贈された当時から難られていたが，その経歴につ

いて1よ，｛舞えば紹報32年ε浅1衰戦役九・新簿築盛に

臆8幕無3跨

際して会津若松市役所が会津にかかわ弓があると

思われる著名人欝癖人に対して1実施したアンケー

トに対する駐馨ドイツ大綬iドクト膨・ハア・ク窃

一ルの麟答などを通じておぼろ謬に短られていた

三咲夕奮1よ全く手力ξカ・リカずなく，　毒彗達した餐馨く窺二念養津

が寄贈さ農て以来約半盤紀後の昨隼尋騒ようやく

会津若松毒在住の織上愛醗賓家欝綺十一三八によ一）

て贈辱裳グ）華墨歴が解購されたのである。贈彗、詑が

鶏無毒身分を購らかにしなか一）たのか，それとも寄

贈をう診た当時の購懸法人会津馨霊義会の瞬応が

きちんとしていなかったためなのか建かでないが，

もし寄贈主が生存していな診ればと考えると解瞬

に要した半糧1紀は騨かにも長すぎる慈じがする。

この透の混蔑した事精を藁蕃実に物毳毳って継ると思

われるのが，舞文にそえられた舞審議の説明文で，

少くとも3度は変って静る。参考まで1こ謹購文を

鰺正を纏えず原文のまま記すと．寄贈された昭鵜

欝隼から終戦までの讃瞬文1またて書きの簿単なも

ので，「ドイツの菰士よ穆会津の少年銭士　　／

　1こ贈る　　／　　ノ、ッソフ産ンエッツドヌレフ」と

あ鯵，轟額軍の命令で撤去され昭穰鰺年に復党さ

れた｛愛の説鱗文は季黄書きで，「フォンエッツドル

フ氏寄贈の御／昭潔1蟹｝年6鴛ドイツ大獲豪富｛寸武

富／｝｛ASS（）vo糞講TZ猟濃大佐が縫虎隊
精禅を　／　讃美して贈られた擁文と一を字章で

／　醸i交譲「会津の若き少隼武士に贈るゴ　ード

イツ人　／　第2次糧界大戦後轟頷軍の手によっ

て緯面を趨鞍撤去された　／　ものを，昭報28年

霧1亥llのうえ復元されたものである。盛とある。エ

ッツドルフの経歴事彗醗｛憂の彗乍奪1設1置された説醗文

も季黄善事きて塾，「フ津ン・エッツ・ドノレフ氏寄贈の

確　／　昭報鈴隼6辱ドイツ国（現ドイツ連邦其

穣国）大使館　／　政治握当弊交嘗｝｛asso　vo鏡

狂tzδo鍾氏が自虎隊精；神　／　 を讃美して贈られ

た醜文と十字章である，，／　舞文訳「会津の若

き少年武士に贈る」／　第2次機雰大戦後アメ

リカ進駐軍の手によって緯鐵を弩1簿撤去されたも

のを舞君徳28無毒亥彗のうえ復元されたものである。遜

とある。以下これら三つの譲葵舞文1二そって「ドイ

ツ記念建」の歴史を追うことにする。

　昭穣9年韓g3尋年）の秋，ドイツ人ハッソウ・

フォン・エッツドルフよを）鑓念稼建立のための寄

縁金を受領した財懇法人会津零露義会は，会津著

松市の石万（環石万建設）に発注し，翌年§鐸記

念毒寒は完蔵する。しかしこの縛すでに贈り主のエ
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ヅノド膨フはドイツへ帰蟹も，叢戦い経，慶は後に

記すが，その後かれは現在に至るまで一一度も会津

若松市を訪れてはいない。従一）てか穀が記念緯を

見たのはわずかに写真を透して，それもかれの住

所が醤窮したごく最透のことと思われる。これら

の記念韓完成賭の事欝が，舞文の「猿舞　死難℃

SC｝｛E貧」を誕購文で籍ドイツの戯士」とさせた

ものと思われる，、ヒトラーがi§33年繹舞舞18）に

致権を獲得し，第三審匿を樹立した醒後という歴

史良筆な背景も無関係ではなかったと思われる。

鈴37隼（昭鵜玉21，響猿轡紡共協定締結。欝勢葎

紹穐51，旺触欝、1三麟羅盤締結。しだいに軍事

色が増すにつれ，東北グ〉一地方鄭毒会津若松とて

｛粥タトではあ舞えなくなる。蓼福轟県史　26書によ

れば，婚38年（聡穏i誹にヒトラー・ユーゲント

が飯盛出を訪れている。当時の状混を記した投書

が昭報62隼7肩9繕寸「朝鮮羅難のテーマ談議

室／戦争／に掲載されたのでその一部を引絹する。

「ある霧の放課後，巻紙に毛筆の零し状を私は書か

された。「…私の摂，父は隼齢が一つ勤のため朱霧

隊で戦って生き残聾ました。立振な荒鷲の像を頂

き，蕪嬬隊の少年たちも地下で喜んでいることで

しょう講究生に指示された遜り，ムソ琴一二様と

末尾に大きく書いて，やっとホッとした。昭穂鎗

年，駐菱1大使館付の独軍大佐から顎彰韓が贈られ，

白虎縁の墓の海かいの荒鷲の豫と壷べられた。ヒ

トラー・ユーゲントもバスを連ねて墓参にやって

きた。ナチスの小旗を振って歓還する沿道の人々

の中に私もいた。やがて舞独俘三三国詞盟が結ばれ，

あの手紙もノ卦さな後書彗を果したのでは，　とびそか

に考えたものだ。試東京都　井三歎京子1大久保籠

置欝虎隊とその教育書によれば，「盟邦ドイツ1ま

そのヒットラー・ユーゲントの結成にあたって，

農虎隊審薄神を取り入れ，瞬εくイタ琴アも，その

憲少年懇の調練のなかにこれを汲みとっている。ゴ玉『

とのことである。かくして，「E至饗PΣむTSC銭荘嚢」

が「ドイツの武士」以外であることは，軍事色のこ

い当時の事驚から舞翫して夢想だにされなかった

であろうことが容易に懇｛象される。さらに「ドイ

ツの武士ゴは，記念緯が昭稲28年に復元された時

には，「ドイツ大綾餌付鼠富」で「大佐」にまで

エスカレートする。この事についてぽ蓄妾1こ擁塗れる

ことにして，その前に第二次量雰大戦終了直後の

毳毳報2｛｝隼韓g45〉9§，　轟餐嚢軍のニューヨーク

部隊が会津若松毒に進駐してきた縛のことを述べ

たい。

　会津若松毒役所職嚢の案内で飯盛韮膿こあらわ離

たアメリカ軍籍絞は，「イタ解ア記念確」と「ド

イツ記念緯ゴを「躾猿繋三国厨盤3と経連させそ

の取享｝振いについて厳しい指示を発する：「イダリ

ァ記念碑」についてはすでにのべた嫁き振示によ

って撤去まではまぬかれるが，なぜか「ドイツ記

念碑暴については全藤撤去し石緯の破壊を髪承さ

れる感ダドイツの武士」が災いしたとみるのはう

がちすぎであろうか。褻縛の事精を毒巽称㎜碧藝は

その著書ゼ露霜隊馨勢謎墾の中で，当襲撃飯盛菱盤の墓

守をしていた飯盛ミヨセの譲として紹介している。

紅しかしね，こんどの戦争がどうしたか知らない

けれど，新鶴遠い瞬から贈ってく凝たこの碑に罪

はあるまいて。アメリカ軍1ま恐ろしかった萄そむ

1ナば殺されるかも矯舞ないひしかし，糞三霧虎隊は

欝，7字の子供ではないか。今のこの年頃グ）子僕

を莞なさい。なんの気をして育っているのさ。そ

れがお絨が焼けおちた，殿様が亡くなられたと思

って，曝をついたぎ），　さしちがえてタ琶んでいるで

ぽないか。このしわくちゃ婆さんの首などとんで

竜フいいと思いましたよ。それでドイツから贈られ

た稗は家の｛熱こ持ってきてかくしておきましたの

でさ。みて下されや。ぎ2三また飯盛ミ3セの義至聖の

嬢にあたる飯盛史子によれば，「ミヨセが「子供

がもらったものを大入がこわすとぽ何事か」と喬

って石碑のヒにか、蒙さったのを見たアメリカ軍の

将校がミョセに石碑をくれた。藩とのことである。

この飯盛ミヨセについては，聡灘27年（蟻2／秋，

「新・平家物語ゴの取櫨こ会津若櫨を訪れた唐綴

英治によ一）て昭隷28年3月発行の「週鷺朝欝3春

季増舞号のド新・平家今昔紀行」の中でもとりあ

げられている：　「まことに会津的なと思える素朴

さと其に，会津人かたぎの一…徹みたいなものが根

づよく潜んでいる．人国記の筆者に云わせれば，

ここ傭主lll礪義士と長い難建のせいにするかも知れ

ない。とにかく，愛すべき飯盛鶴のお婆さんでは

あった。著松毒の名物婆さんとして毒は可愛が一）

てあ1ギるがいいもゴ3…それで1まなぜ「ドイツ記念韓ま

だ締が撤去・破壊を命じられたのか。瞬じファッ

シズムの藩家ではあっても準々と鋒醸したイタ蓼

アに対してよηも最後まで頭強に抵擁したナチス

・ドイツに対しての方がよ轡繕悪の念がアメリカ

軍将校の講中で強かったとも考えられる。あるい

は記念韓撤去命令が蓑頭、による命令であったこと
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から，通訳の誤解に基づく命令ではなかったかと

いう推灘を会津の郷土史欝甕家の中には抱く者があ

る。碑文の碧E夏姿亙）狂奪TSC藝狂R3力潅蔓嚢舞文でεドイ

ツの武士」になった溺などを合せ考えるとこの推灘

が全く擾艇のないものとも患われない。いずれにせ

よ，結果として飯盛ミヨセに記念碑の処理をアメ饗

力軍の将校がまかせたことは，撤去命令が絶瞬

的かっ厳格なものでなかったことだけは確かであ

る。

　破壊をまぬがれたヂドイツ記念御璽は，紹稲28

年在揮軍人会の人たちが飯盛ミヨセの所にやって

きて文字やマークを粥つたまま元の鍾麗に復元さ

れることになる。しかし記念舞建設当時のドイツ

文字やマークが完全に復活するのは昭秘3§年以降

のことで，その毛嚢たまたま飯盛出を言秀れた藪ドイ

ツの青奪麟が窯時の金で一万需を財毯法人会津罵

霊義金に送ってきてからのことである。なぜこの

時の説購文でエツツドルフの暦書が「ドイツ大使

館轡武富3でしかも「大佐ゴになったのか知琴た

いものである。

　昭秘32年（鈴57／9目，会津若松毒役所はヂ成

長戦役九十年祭」を催すにあたって会津に幽かり

があると思われる著名ノ、蟹鰺人に対」して「戊毒憂戦

役九十年に思う盛と題したアンケートを実施する。

もちろんi｛婚人の中には駐譲ドイツ大使や駐嚢イ

タリア大｛吏も含まれていたみ謡，この藩主暮ドイツ大

使ドクトル・ハア・クロー序の回答から思いがけ

ずエッツドルフの環才量を美嚢ることになる。髭即下1難

答の…部を撰濡する。浮嚢虎縁違の若い鰺戦士の

英雄的志操につきましては，遠く駐本の国境を越

えて私の桑嚢遷にも知れ渡っております。i§35年当

時の在韓ドイツ大使館員，現カナダ駐在ドイツ連

都共和羅大ず吏ノ、ッソウ・フォン・エッツド蔦・フ氏

のこの著い欝戦士追慕のあま袴捧げまつった記念

碑が再建されましたことは，私のかねて喜びに麟

えないところです。このこともまた，馨独轟羅の

闘には戦時戦後の澄護にも変らずに緊密なるきず

なが存在しているという事実を物語るものと存ぜ

られます．」憲しかし，エッツド篤フの全経歴が地

元会津の人の前に醗らかになるのは鵠隼後の昭灘

62年のことである。

　エッツドナシフの全経雛iを以下に紹介する。

　お長学籍士ノ、ッソウ・フォン・エッツドノレフの舞嚢

歴書。

　i勢食年3月2§西プ蟹イセンの工膨ヴィング

欝88葬3最

（獲濾齢に生まれる。ベル縫一ンの王立フl／

一ドリッヒ・ヴィルへ疹ム・ギュムナージウムの

生経台ベルリーン大学，ゲッティンゲン大学，ハ

レ大学で法学，歴史学，蟹家学を学ぶ。ゲッティ

ンゲン大学法学博士。

　欝28年，ドイツ外務省に入省。懲経年，東京駐

在ドイツ大｛吏館蛋せ選言石窟。玉§3尋隼，　べ蔦’1ナーン駐

在帝国外務大臣フ産ン・ノイラート私設秘書。

婚36葎，ローマ駐在ドイツ大使館盤書記官。欝38

年，ベナレリーン駐雀外務憲筆頭参事官（鶏長補佐誌

欝3§年，軍韓令富村外務憲局長。ig妬年，ジェノ

ーヴァ駐在総領事。

　ig蓬7年，　シュトットかんト駐在．平ll穣賜題のた

めのドイツ事務局酵協力嚢，最後にその事務局

長。欝50奪，ベヌレリーンに再醗された磐務釜に

局長補佐として入省．鎗騒年，パリ駐在公撞兼

獲）C（歓贈賄衛兵詞体〉のための暫定委員会ド

イツ振遺羅代表。ig55年，｛コンドン愚案荏WE馨（西

歓隅盟〉事務局長代選。欝§6年，オタワ駐姦ドイ

ツ連邦其報覆大綬。1舗8隼，ボン駐在外務憲局長。

ig6i年1－i蟹海年，　欝ンドン駐在ドイツ玉垂蜷業報霞

大使。

　その後数葎撫ドイツ経学斉の顧翼として活動。

　現在ノ｛イエナレンの灘舎で生≠勇。

　二つの逡算大戦に参癩。

　アイヒトリング（El礁t撫g／，ig87年2月i2羅，

更）一8蟹8，グラーフイング（G搬蚕無爵

　　　ノ、ッソウ・フォン・エッツドナレフ（署名／

　以一壷二がエッツドルフの全経歴であるカぜ，この履

歴書でみるかぎり，かれが護正念葵牽のぎ疑鐸舞文1こある

ようなドイツ大綾館付鼠密，ましてやナチスの陸

軍大佐であったことを示す文字は一つもなく，か

れが外交爆一筋に歩んできたドイツの外交官であ

ったことは羅臼である。このことは，私、露身昨年

1昭麹62年／8驚ミュンヒェン鈴蜂磐グラーフィ

ングの甕宅でエッツド馬フ嚢身に確認ずみである。

それではここで「ドイツ記念碑」を会津紅寄贈し

た理露も含めエッツドんフの現浸を紹介しようと

思う。

　亙987年8樗ig薮，　ミュンヒェンからエス・ノ｛一

ン（S一欝農嚢魏＝大毒醇毒と交むタ参を結港ミ電車）で幕勺

憩分の入舞約9千人の大変牧歌的なグラーフぜン

グの町にエッツドルフを訪ねた。家は平家建で，

その外観は，バイエルン鰻によくみられるごくふ

つうの農家といった葎象を憂酵たが，室内の装簸



「ドイ1ノ言壼念碑。｝と露華憂館（今教＝奮 2§

ハツソウ・フォン・ーツツドルフ
　　　　　　　　　（給87隼撮影）

は，鰹えば数百年講の中匿の掛軸やフランスのシ

ャンデ琴アなど退去のξよなやかな経歴を反難美した

すばらしいものであった。家族構絞は，興さんと

お手伝いさんの3人，飽に犬が2頭。かれはかな

り背が轟く，鱗手で杖をつき足が不籍恋なことと

耳がやや遠かったこと以外は，年令（8？才／のわ

りには潮歎きく麟が劫発気であった。願下

Fドイツ記念韓」に関する質問とエッツド影フの

贋答を一部再現する。

瞬　あなたは鴛鍵年会津の瞬を訪ねました。そし

　て白虎隊の記念韓を贈弓ました。この記念碑を

　会津の人々は「ドイツ記念蘇3とよび大変愛し

　ています。あなたは現在でもなお会津の町をお

　ぼえていますか。

答　もちろん，記念馨と会津のことはよくおぼえ

　ている。

瞬　それではいかなる遷由からこの記念醜を贈っ

　たのですか。

答全く手短かに言うと，白虎隊は倫理感の象籔。

　尊敬と愛藩から記念獅を贈った。

閣　あなたは1鼠官であったと騒本では｛云えられ

　ていますが，それとも書記官であったのです

　か。

答　私は外交官で，当時は書記官であった。

霧　会津の毒艮はあなたが罎本にこられることを

　強くのぞんでいます。その気持はおあ袴ですか。

答　会津に行きたい気持は葬常にある，しかし，

　87才なので…。

隅　もし嚢本に行くことができたら叢叢1撰こ童舞をや

　馨た騨ですか。

答私の入生で最もすばらし雛時をすごさせてく

　れた嚢本の市民の方々に転義か難いた鮎㌔

　記念確を贈った遷密と思われる文章が宮騎手三

ノ叉あての手紙　（ig87年2月i6縫〉　毒こもみも》鐵され

る鐙で弓1絹する。終私が／寄慰した嚢虎騒勇記念

蘇でもって私は，栄発にみちた歴史に私が霧鴬に

感聾したこと，私があなたの翼輝の人々との深い

華表びつきを慰むたこ1と，を表わしたカ・つたのです。墜

「ドイツ記念碑」寄贈の理患も含め簿がエッツド

ルフと会津を結びつ酵たのか，会津とかかわりの

あるもう一人のドイツ人リヒャルト・ハイゼにつ

いて紹介しその後にさらに分稽しょうと思う。

3．ハイゼと罪霞本忠勇｛麹i語毒

　その著書犠本忠勇鞠語藷磁娩罫L響＆1簸t　l轟

Ja緯轟／で白虎隊を葺一資ッパに紹介したドイツ

人リヒャルト・ハイゼ（発蕊ar｛疑董els8頁鰺弱一

ig4〔〉，瞬治2一暮露講聡5〉とその妻……シの墓が飯盛

垂聾の倖蕃｛霧斜面にある。まずその経石を墓のかたわ

らに』立つ「ハイゼ先生銘馨露こよって凝窪1介する（原

文のまま，簿読点のみ補慰。

「サヒャ篤ト・ハイゼ先生は購治二年キーん毒に

生る。瞬三十五年東京高等商業学校独逸語教鰍こ

聴せられ学習醗及慶応義塾に教職を兼ね，子弟の

薫陶に尽瘁すること二二十；蕎余年，功に1衣り勲三等

趨蔭章を賜ふ。大正十三年帰蟹．満州事変に際し

反難論起るや寿府に荏リゾルフ前駐饗大使と共に

筆陣を張り之が是正に努む。鏡年大連に在廷，今

春義々載家に遊び病を得て長逝す。先生大幣高雅

麗士の嵐あり，夙に白虎隊の誠忠に感銘之を筆舌

に載せて濃く嚢に紹介し，警亦飯盛出に鰻らむこ

とを選書す。蔓に先生を敬慕する友人緯錦約醤百

名，若松毒当局の協力を得て垂t地をトし先隻の念

顯に応ふ。　昭鵜十五年十一一得十七賑　ハイゼ先

生記念事業会」

　この経鞭から醤簸すると，ハイゼは質年の生涯

の22隼懸韓鱒2一・欝2虜をEl本ですごしたことに

なる。以下縮本忠勇物語雲の一部をなす密独逸

人の莞たる会津白虎隊選を参考に会津に縫線する

i羅分の経歴を補足する。ig（露年（響聲台4聾夏，飯

盛鶴を訪鷺。婚鎗隼（紹報5！，ハイゼ弩蜜逸人

の見たる会津白虎隊垂を執筆しその原稿をジュネ



3倉 篠無大学教官雲叢葦葺魔紀要纂爵号

1フヒヤルト・ハイゼの墓（飯盛灘）

一ブで在べ樗峯ナーン公硬武者小驚公共に示す。

欝37隼鴛騒，ハイゼ2露媚の飯盛縫麟問。ハイゼ

死後の欝壌年（昭瀦i6〉，弩蜜逸人の見たる会津霞虎

隊寡絃域講郎次訳1会津の飯盛寿々子によって発

行される。これらの補足のうちハイゼが飯盛出を

最擁に訪黙した護華寺についてはそれを明確に示す

資料はないが，i）羨遠の著壽に野積ま冥想グ〉中

で，その当時を去ること駁｝隼の葺のi8ε8年に若松

蔀内及び近郊で演じられたかくも戦慄“参べき農本

歴史の一一部分珪5『とあ鞭，「その蕪鱗素謡が文の蒙｛菱

聡係からハイゼが薄めて飯盛露を訪問した時をさ

すことが醗らかであること，2〉臆37奪，湊醗三1

の飯盛出訪幾の時ハイゼが飯盛蛋絞のさし撫した

芳名録に記緩したドイツ文ξPをre罫s艶駐es嶺。曇

V破総論」麟r鎌）によって最初の飯盛山訪問が
睾磐3（｝年鳶彗であったこと，多茨、鉦2’）の理由から，ノ、

イゼの最初の飯盛由訪瞬贋1時墾g燧隼と推定し

た。

　さてドイツ人ハイゼと嚢麗隊を結びつ診たもの

は｛響であったのか。以下ハイゼの糞虎隊受容の過

程を追跡してみたい。22隼聡の滞嚢中かれは当時

の菱1本の糞力な政治的揚導者雛、燥有麟．律藤構文，

井L馨，松方正義などと会う機会をもっただけでな

く，積極的に鬢水各地を練行し，i蟹｝8年（霧治堪）に

は茂人アーサー・謄イド教授のすすめなどにより

飯盛1至1の褻1虎隊士の墓を訪れる．これがハイゼと

難虎隊との最補の鐵会いである。「私はかつて懸

垂一七士の墓前に立った時畏敬の念と感激の欝に打

たれたが，白虎蘇の遺骸を葬った，質素な小さな

二髪饅頭を莞て一一1馨感激が強かった。3纏3）　霞虎隊

士の墓を慈に飯盛藤の出麦飯盛正舞の誕甥を饑い

た時ハイゼは率1萱に良こiの内懸を畦露する。「飯盛

1墨比のこの悲しい餓来事が露華七士の事件よ診｝も

看§麗隼3月

一落人の毛礪こ感動させるゆえん1ま，若年の少年達

が人生の鷺鐵において露ら命をすてた点にある。ゴ

（22〉，「醒十七士の場合は復讐であるが，蕪虎隊

はそんな1惑情からで1まなく，i若い士として“の名誉

、むがか舞らを結びつけた鎮主蚕婁こ故輝に糞垂する忠

義と愛書毒とに支離εされたのであるゆメ22〉，葬かれら

の琴叢難1されない，全く白装1意惑1こよる死は，死葺ll

の宣告による死よ弩も醤：るかに苦しいのであっ

た。盛（22〉　ハイゼは感動をさそった白虎隊士の死

を冷静に分耕する。しかし．罫悪難蔵書の赤穂羅

音一七士の場合といい，自刃した撫虎隊士欝名の場

合とい雛，継ずれの場合も極めて東洋的，いな1二1

本的といえる鐵来事である。「嚢1大纛を大鰐にす

る涯洋的な思想過程を経て来たと懇わ雛るドイツ

入ハイゼの鍵虎隊受容の過程が，匹感動離するに

舞った経過が，これだけでばもう一つはっきりし

ない。ドかれら少隼の叢的ならびに感精的生活の

中に入一）て，かれらの懇懇過程を手解しかつか舞

らの感藩をそのまま灘ら感蓄等しようとの努力1こ外

ならない，、謎って本事件を撹醤する考えは衰分に

1まない。東ξ羊入の物の考え方1二薦？羊人才変の思想圭墨

程をあてはめないで東洋の鞠の考え方そのものに

ならうとしたのである。」（鍛）　ハイゼは農己の白

虎隊受容の過程を購挟に説きあかす。霞虎隊士の

墓を訪れた貰時，滞嚢欝隼未満であったハイゼの

受容能力はかくも柔軟であったのか。この疑置舞は

いず“れ醗ら力彗こなると憩われるので，　ここではさ

らに嚢虎隊士の死についてのハイゼの分新を継i続

する。鍔幼嚢寺から受けた武士道嚢勺孝愛育に薫拝舞され

た少年達は，悲しい運命から縦するためには唯一一

つの道を考えるのみであった。蚕鶏1，ヂ今やか駿

ら1まこの轡！における生存1ま｛再らの魅プ3をも有しな

くなった。かれら1ま死を恐れなかった。人なる’む

の苦懲二較べると死はむしろ救いであった。・

こうすることによって，すでにかの縫に旅立たれ

たであろう領主に対して寛諏に忠義を立てること

と信じた。3（i偽，「かれらは蕃人の熱構をもって

’む身を捧げて錘主に奉仕していたから，かれらに

とっては領主の幸不幸は繕饗寺にかれら自身の幸不幸

であ弩，これ以外には希望も，野心も，叢濃も，鷲学

もなかったのだ，、」纏§！　かくしてハイゼは，糞虎

隊士の死の根源を，碧武土遊的教育盛に基づく額

一劃／＼の「忠義」1こ求ぎ）る。ヂ霞虎隊ならびにその

飽容保公に属したほとんどすべての武士及び部党

を貫く精神こそ1ま，今舞一蟹甕の蓄濤導の舞舞立にあ



「ド仁ア記念韓1と繋新館の教育 3至

る興人も，衰耄の援勘考覆び部下に短し希望する

ところのものである。欝我を忘部した忠義’む，犠

牲的難国愛及び部下としての嚢発的綴縫心は園長

全体の幸摂へ導く政治と支醗とを容易ならしめる

のである。璽3韓，「驚幾全体の幸福へ導く」の縷

拝承ま首書するのに抵貌を感診るところであろう，，第

一一泓ﾆ饗大戦が終了し，ナチスの第三帝蟹樹立直前

という歴史的背景を考癒したとして竜、，ハイゼは本

気でそのように理解していたのか脅しかしここでハ

イゼの誓ll謬蒙分鷲の妥当牲を闘うっも喫ま全くない。

ただ綾の感動の根源が繭1逮の熱き白虎隊分極に基

づいていることだけは遠べておきたい○さらにハ

イゼは：麟虎隊の事件に対し興き象をもつものが露分

以外にも数蹄iのと流賠：級にいることを木鐸愛し，｛灘

としてムッソリーニをあげる。「ムプソリ一二は，

甲… P虎隊忠魂緯を寄贈した。かれはこれによっ

て勇敢なる霞虎巽蒙の峯舞紳の讃美・蓄なる事を・一般に

知らしめようと欲したのである。」（麟，「イタリー

の強大無艶の独裁的薮：治家としてのムッソリーニ

もまた，犠牲を雫蕃まない，｛壽頼に躄る弩勤むの業事一ト

を必要とする立場にある。虞3麟とハイゼはム・ア

ンリ一二における窪虎隊受容を分析する。これら

のハイゼの分析に従えば，歌州の套飛躍髪級にと一）

ては，少くともムッソリーニ確ことって1ま，「一一毒隻

に短らしめる」ことが簸も重要なこと，すなわち

蟹渓の感動を雪旨き議すこと寿｛意嚢朱をもつのであっ

て，かれ講身が感麟することは溺幾題なのであろ

う。なぜなら「誠実で信韓するに足る忠義な部下

から成るかたい橡麺を持たないでは，一霞甕の指

導者は，長くその墨髭位を緩手寺することができな

い。」（3i／からである。海霧隊の蕎為にかれ農身

が感聾したというハイゼ，「一般に短らしめ」感

麟をさそおうとしたムッソリーニ。学者と政治家，

麗な震い方をすれば，…薩長と支醍者，講者の白

虎隊受容の絹違を立場の種違と橋絡的に結譲づ診

ることは可能であろうか。ド屡本醗長にとどまら

ず，外国においても多数の人がこれら少年の勇敢

な行動と忠義に対して尊敬を払っている。蚕2欝

ハイゼのいうこの「多数の人」の中には，歓嬢の

髪流階級，少なくともムッソリーニ1ま含まれるの

か，あるいは「鰭らしめ」られた人たちだ諺な

のか、，ハイゼ糞身は「畏敬の念と感激の構に育た

れた」こと，エッツド簿フも「葬常に感動した雌

ことを告白しているが，かれらを除く「多数の大藩

はヂ尊敬」だけなのか。このこともまた嚢接嚢虎

隊まの墓を訪れる機会がなく一方的にヂ難らしぎ）ゴ

られた結果によるのか。しかしこのことの追求が

本論の主たる§的ではないので，以下にむいては

二人のドイツ人，エツツドルフとハイゼを強力に

弓1きつ診た麟虎隊士のぞテ為をよ診）響擁崔｛ヒするため，

かれらの思想形成において重要な役割をはたした

と推灘される露新館の教育に焦点をあて分析す
る。

4．白虎隊士と「臓萩館3の教育

　良1薄した白虎隊二藝g名中伊藤俊彦，津懇捨蔵の

2名を難くi7名までが会津r藩の藩校嚢新妻露で教育

を憂締ていたことはすでに述べたが，この菱董新館

に代表される会津藩の教育的愚土を分梼すること

は白虎隊士の行為の必然欝を解きあかす量二で大き

な愚昧を糞すると思われる。なぜならわずか欝，

7才で鹸刃した霞虎隊士たちの思想彩絞において，

幼少蒸芋よ戦たたきこまれた孝食費海戦藁まだ霊鑑等彗書廷プ3

を有さない時矯からグ）ものであるだ1ナに，一構そ

の最多響プ3寿｛大きいと思われる毒筆らである。「浅叢葦

攣愛｛菱丸曙一年1こ思う」のアンケート鯵輩答者1ここのこ

とを振擁するものが少なくない。春…腎雛寺の道徳感

からすれば当然かつ必然の行為とも患われるが，

かかる犠牲を癬さなくとも，嚢寺代の多竃れを処至塾す

る方法はなか一）たもグ）か，と思わしめます。雌（浅沼

穰次鄭／，ヂ会津若松に行って皮嚢のことを思うと，

ここに鼠士道教育の徹底と，精華ということが深

く感ぜられる。」僑鳥欝吾1，柴1虎縁の事鎮1ま峯

時の幾会道徳の墨二から最嘉しかも悲薩な鴛動であ

ったからこそ私の生涯を題診て，かくも強く私の

’むをとらえている｝がらだと思います円盤（塗金木茂三

郎〉，「幼少の獲から，ただ一途に，このような悲

惨な道を，一戯藪として教官された舞木の悲麟の代

表的事実です。」（木下恵介），「糞虎隊十九士は年

若くして当時の最高グ）モラナ斌こ雄々しく殉むたが

ために永く機にたたえら駿てきたわけだが，私は

白虎隊糟糠が尊いのはその誠実な心であ弓，勇気

であると思う。試癩久幸男1

　五代藩主松平容顔治政の天明8年（算88／にい

わ漁る「天賜の改革」が行われたが，その琶寺鐵さ

れた家老灘中玄宰の建議に基づき車箱3年（i8馨31

5ヵ年の歳舞をかけた会津藩藩校騒新館が完成す

る。寛文罎年〔欝641に羅校された私立の「嬉古

堂」に始まる会津藩の教育は，麺宝2年！鈴74）

藩の拳闘辮ヂ講所」の鵜設，それを改維・拡充し
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た天購8隼韓788）の「蔭講所婆と「東講乗恥の

購校とつづき，震新館の完成でその基礎が形成さ

れることとなる。以後戊緩戦争までの約簿年震新

館の教育は会津藩の歴史において重要な役割をは

たすことになる，いな瞬治以降においても，鰹え

ば第二次毯響大戦時などにおいても単に会津一地

域にとどまらず馨本の広範雛の地域において影響

力を発揮したといったらいいすぎであろうか。一

書で言えば，馨新館嫁徹底したエリート教育の場

で，入学は会津藩士の子弟のみに醸定・義務づけ

られ，飽の踏級の子弟には，鰹えば飯盛懲で毒刃

した白虎縁士撃藤俊彦のような下級の身分のもの

には入学の義務がないだけでなく入学すること事

体許警されなかった。鈴才に達した会津藩士の子

弟が最補に入学するのが「素読爵」（小学，または

塾とも暮した／で，ここは第獲等から第一等まで

の獲踏級に分けられそれぞれの繕級に被教育可能

な年令の下限が定められている。しかし，考試に

よって年令に関係なく進級できるため，多くの者

は欝才末濃1で事業する．素読所を卒業した5総石

鎌■動の藩士の子弟と，考試をうけ成績・人物優秀

な者だ鯵が入学する紅講親醜メ大学，または至善

堂とも称した〉は，下等から中等，■上等までの三

階綴に分かれ，考試ミ鷺志2て瀬次進級し，優秀な

ものは江戸にあった畠平饗への留学が許警された。

以、kが曇新館の歴史と学麟の概略であるが，霞虎

隊士の思想形成：の観点から薮萩館をとりあげる場

合，むしろ欝新館がいかなる目的のもとにいかな

る教育を実施したかを購題にせねばならないであ

ろう。

　舞穀館の教育欝的に叢浸する薄に，纏藩に鯛を

みないと害われる会津藩軟膏の特色の…つ「遊び
　じゅう
の什」についてまず逮べたい。これは，嚢新館入

学羨の6才から9才までの子供たちを穀象とする

校弊生活の指導維織で，地域蟹に綴織された約

韓人を一纏とするいわば「遊び縛題」の集緩であ

る。門地，藷級による差糠ま全く存在せず，子供

たちは年前申は最寄りの寺小屋などで勉強し，午

後は晴雨にかかわらず一ヶ所（当番の家〉に集合

し，年長者である｛÷長の要義導のもと嚢がくれるま

で遊ぶ。単峯塗で彗赤手に｝養図登こと力蠕午されなかった

のは当然のことであるが，きらにかれらの行動を厳

しく煙霧鞣したの毒ぐいわ韓｝るヂお壽孟」といわれたノ乱

秀条からなる｛†の季建iである．この掟に違反した者
　　　　をコねん　　　　しまつべしき　　　　てあぶ

には，「無念盛，ヂ管箆」．犠災鵜．「雲埋め雌，そ

蓄§認葬3霧

　　　　　　　　は　　ぎ
して最も厳しい「濠切れ3（絶交／といった霧ll裁が

行われた。以下に｛階の掟である夢お壽毒八ヵ条

を弓き絹する。肇

i．隼長1者のいうことにそむいて1まな静ませぬ。

2、年長者にはお蓼きをしなければfなりませぬ。
　　ラ　そ
3．　虚輩i‘を彰～うて1まなりませ灘。

罎．卑艦去な振舞をしては：なりませ喜な。

5．弱い者をいじめてはなりませぬ。

6、戸外でものを食べてはな弩ませぬ。

7．戸外で婦人と言葉を交へてはなりませ雄。

8、なら癒ことはならぬものです。

注目すべきことは．「なら濾ことはなら轟」に叡

敏されている嫁く，条項がすべて「禁止3を定め

ていることである。銑報精；神をもたないわずか6

才の頃から厳しく禁生事項のみを，それも家庭で

iまなく購年輩者の懸｛本生活の中で教えこまれ，素

読所，講親所とすすむにつれ「禁重藁に「欝己規

静13が簾わ弩，その結果自己の意志で選択できる

麗麗は極めて酸定されることになる。生のみなら

ず死をすら露己の意志とは無関係の次元で決定さ

れることになるのは極めて必然的な結果といえる

であろう。従って白虎隊とは，このような「禁藍」

の教蕎の上に咲いたあだ詫であ辱，自謬といわれ

るその死も「島の入る余地などあったか疑闘で

ある，という解紙も可能かと思われる。ドイツ語

で教育（象z皇麟職齢が懸人の能力を「引き鐵す」

ことを意舞来することでもわかるように．｛麹人の書髭

力を最大緩生かすことを主鰻とした教育を受けた

ドイツ人二人工ッツド／レフとハイゼが，ひたすら

　「懸人藩を否定することに重点をおいた教育で成

長した白虎隊士の行為になぜ感動したのか。自己

のないものにひかれたといえば簡単であるが，な

ぜかすつき脅しないの寿ぎ実壕犬である。

　さて「お誌憾八ヵ条にもどり特籔を分析すると，

長幼の序と男女の区雛（差潮／に短して厳格なこ

とが§につく。このことは，おそらく藩雛保零薯距

之が寛文8隼（欝68〉に定めた「家讃i5ヵ条」が

原点1こなっているものと思われる。羅1達する「家

譲1の…暑葬を弓1舞窪する癖麟

…、武欝は怠るべからず，士を選ぶを本となすべ

　し，1ニギの分蹴るべからず。

一、購女子の書は一甥渇くべかず。

一、主を重んじ，法を果るべし。

瞬様のことは．素読所の教育目的を定めた文化緯

年（茎綬3／羅定の素読所の蝶令，及び講釈所の教
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育謬的を定めた文化7年（i8欝／議定の講緩飯の

蝶令にも晃い鵡さ凝る。講修令の第一条を以下に

引濡する。

一一 A学校は孝蟻を本とし，人々憂くる所の徳をな

　し，材を達し，実羅の器を威す響きためなり。

　諸事締表の教に縫い，孝敬を主とし，年羅を経

　て時を失わず徳業を進むべし。（素読所1

一、身を修め徳をなすは，学翼の要務なり。常に

　章句の総に拘らず，道の大本を余徳し経済に心

　を委ね互に繕義を以て窮磋し，忠義を以て本と

　し，修身治蟹の道に志し，大器をなさんことに

　務むべし。（講綴所〉

なお以下の条文は爾綴金に其通したものである。

一、長幼の序を専1こし，　1醸序1ま尊卑に拘わらず年

　令の類癌に縫ひ，……。

繕黒栄粕虎隊の錬成，鶴駿の教育実践雲によれ

ば，「素読醗と講親所との難的について鷺較する

に，蔚者は実簾の器となることを目標としている

が，後者は治国平天下の大人鞠となるべき修養を

難待している。］騨という。

　これらの教育雛的を達成するために購いられた

教科書が，罫会津誰語謳とも呼ばれた碗新館童

子講3である。これ1よ幼年時代の教奮を重視し

たといわ殺る五代藩主松平容顔欝身が筆を執った

とされ，一上下二巻から成り立っていて，饗新館の

素読所のみならず一般家庭でも広〈読まれたもの

である。著・蓄は飯名まじりの平易な文章でヂ孝道

の大事」を中心とした教護的な内容をまず述べ，

ついでその実擁として会津を中心にわが国の歴史

に牽オをとったエピソ・一ドを紹介し読む者の興味を

びき出すよう工夫している。農黒栄によれ1ま，「内

容は主として藩糧正之公の愛読せられた置小学轟

を籔とし，会津伝統の精袖である忠鑑孝悌の道を，

暮常生活の実錘祭に就て指導し実践せしめる教科書

であった。」灘という。この縮新館童子譲講の教

えを霧海一般に善浸せしめるため，実践項醤の廉

々を叛書したものが，文銘2年韓8§5〉に発葎さ

れ．たi7ヵ条からなる密幼年者・む得の簾書癖である。

｛揮えば，「その一一」を携絹すると，「毎朝早く起き，

手洗ひ，籍すすぎ，櫛弩，衣を亙して父母の機嫌

を懸ひ，年会に応じ，座中を掃除し，客の設け等

致すべし。轡とあり．以後「その十七」まで「父

母への孝」がくりかえし議かれている。かくして

わずか6才でヂなら癒ことはなら剃と教えられ

た子供たちは，最低単位の家を形成する父母への

孝にはじまり，最大単鐘の藩の長である矯」へ

の忠への道程を全く抵航なく歩んでいくことにな

る。さらに各藩が互いに鶴立させられていた封建

錘毒殺という歴史ぎン鶏；景寿重壁震われば，趣誓え轄f麟虎隊

士：が震蕩したことなどは，決して特異な現象では

なく，必然的とすら爵える現象なのであろう。以下

においては，白虎隊士の行為に感動したエッツド

鑑フやハイゼをはぐくんだドイツの教育について

書及し，合わせて霞虎隊士の受けた響新館の教育

との関連をきぐる予定である。

5．ドイツの教育

　古代窪一マの歴史家タキトウスは，その著書

匿ゲルマニア諺でゲルマン漢族の擬律重視の伝統

を高く評極したが，この伝統は長い地方分権の歴

史を経た今嚢のドイツにおいても継承されている。

潤えば教育菰ついてみても，各州ごとに議定され

た州憲法の編定に基づき．各粥の文部雀がかなり

詳総に学校教；薄の蟹的など掌紋規則を定めている。

鎗53年簿淀のバーゲン薫ヴュルテンベルク鱗憲法

は教育欝的を以下の麹く編足している。「十一一条

一項　すべての若き人驚1ま，鐵身あるいは経済的

状懇にかかわりなく，欝分の能力にあった教育へ

の権稀を有する。十二条一項　青少年は，神への

畏敬において，キ》スト教的隣人愛の精神におい

て，人聞の連帯姓（5梯のような灘恥および平

報への愛．罠族と懸土への愛において，倫鰹的，

政治的責任，職業的，歓会的確謹，および白蜜で

民主的な志操へと教育されなければならない。轡

この憲法の額著な特徴は，キリスト教を基本とす

る精神教育重視の姿勢で，この姿勢1ま，纒えばバ

イエルン州憲法1二も認められる：　ヂ神iこ対：する畏

敬，宗教的懸念の尊重轡　これらの擢憲法と江戸

時代に各藩が実施していた鰐えば馨新館教育など

を圭ヒi絞すると興羅泰享柔い。｛露教を基本とした道劣悪舞勺

調練，それも統治者養成のための道徳的調練とい

う実醗的姓搭が強い藩教育は購らかに州憲法の精

神とは異っている。

　さて州憲法の舞神に基づき確立された学校譲度

は，各据着穏が集まり署名した婚55隼の「デュッ

セル欝レフ協定メD漉se董δorギ8rA滅。灘猫鎌〉，

欝麟年の「ハンブルク学校協定露盤sl｛a紬騨9鍵

Sc義譲＆も藪。醗獄e簸〉　を経て現在のような霧暮痩となっ

た。全生徒が共通なσ）は，6才から垂隼隠の「基

礎学校露G澱懇sc輪le　lだけで，欝才からは実務
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的，技至善的，学闘的といった類型に基づき進学先

が分類される。すなわち職人（マイスター）養成

を雑嚢勺とする5年欝1のドノ、ウフ路トシューレ盛（疑a鞍一

費tsc振量諭．中懸披講者養鰻を羅的とする6年腿の

「実科学校」（秘aisc搬le）．大学進学をめざす9

年縫の「ギュムナージウムメGy醗簸as譲搬／。　そし

てさらにそれぞ駿のコースに職業学校，奪鰐学校（専

門大学｝，大学がつづく。以、鉦が現在の西ドイツに

おける学校隷農の概略であるが，わずか欝‡で入

生の方禽が定まり一発苛酷な譲痩という印象をう

けるであろう。しかしマイスター裁度が確立しマ

イスターの甕藝宣と事こ芽、カも必ずし圭、低くないこ1と，

大学進学の羅的が「どこの大学を鐡るかゴではな

く稀薄を学ぶか謡にあることなど種々の鰹密によ

り，　ドイツ人衰勢は，義々馨本人が考えるほど現在

の麟度に矛濤を感じていないように思われる。

　ドイツの教育の歴史を擬観しその特徴を記すと，

志代ギ琴シア以来の「舞舞識を短壽鐡として愛する教

育盛，すなわち鴨的から醸密な教育」という遷

懇主義が潮流であ一）たと思われる。鰹えば．シラ

ーが鴛緯年イエナ大学教授就任の際に行一）た「パ

ンのための教育」　を否定する葦寅説などその典型と

いえる。もう一・つの特徴は，キ1∫スト教精；神に基

づく「鯉人主義」が教育の基本原理iになっている

ことである。そこにおいては「悪露憂鬱3の理念

1ま当然無華豪となっている。これらの潮溝ξが…嘩寺的

であれ変化したのが，欝33年掛ら欝違5年まで政権

を握当したナチスによる覆家主義的，漢族主義的

教育である。かれらは教育を，「蔑族全体を力の

政治という§的へと続一一的にむけていくための努

力」としてとらえ，翼｛本的に1ま「お」もに学校のタ峯

で多くは特犠の犠体や組織において，一部では放

送，陳遜，新灘，その纏の宣伝手段のような選民

的方策を通して．縫合教育として遂行された。欝

少年は学校の縁かに特甥の膏少年綾織の中でも擢

睾羅された。垂騨瞬らか1こ震的のためのi教！育，それも

支醍考による統治のための教育といえる。どこと

なく翼新館の教育との類似が感じられる。エッツ

ド篤フがドイツ大綾餌付書記官として会津を訪れ

たのが欝誕年，ハイゼが罫独逸人の発たる会津幾

歳隊護を執筆したのが欝3食年，ヒトラーが敢権を

獲得したのみ睦需3年ナ』二人1まナチスと1ま無縁跨入

であるが，擦i史の漆iれからも無華豪であ鯵えたので

あろうか。

臆鍵隼3壕

6．ま　と　め

　籔盛、由で霞薄した綬ll虎隊士の行為に程度の差は

あれ’むを勤かされないものはまずないであろう。

釣竿紀繭の蕃にも，エッツド馬フとハイゼび）ドイ

ツ人二1人が白虎隊の行為に強く心を麟かされ，一

方はドドイツ記念舞まを寄贈，地方は賦独逸入の

艶たる会津白虎隊漫という著書を残している。ま

た「戊髪戦役九十隼に思う」のアンケートに繕答

を寄せた人たちの多くも率直に嚢虎騒士の行為に

強く心を聾かされたことを表翳している。しかし

童舞かされた・むの内は必ずしも一一峯羨でないよう1こ想

われる。エッツド拶フとハイゼ，簿がかれら二人

を動かし議虎隊士と結びつけたのか。大使館付書

記宮と・学者にすぎなかったかれらには，ムッソ

リーニのように統治■劃の理縷から園長に嚢虎隊士

の行為を知らしめる必要慧全くなかったはずである。

　姦浜虚子は，「これからの指導者はよほど心し

て欝年に対’さなけれ馨fなりますまい。　しかし，　簑

虎縁の心事を悲しむことは誰も同じことであ馨ま

しょう，，轡とアンケートに麟答を寄せた。奈良本

緩｛皇は，「少隼たちをそうした孝テ勇1こ態藝りたてた

教育の，重い鎖を藪ち切れなかったくやしさ謹鰺

ゆえに芝涙する。いず’れに旧せよ解瞬のポイントは鍔i教！

育」と思われる。工，ッツドルフやハイゼとの関｛系

も含めて，縫虎隊士を自ヌ｝に導いた紅教育盛の意

味をあらためて闘うてみたい気がする。
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